
平成™š年˜˜月˜—日 木曜日 第œ���号官 報

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
二
百
三
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
緑
区
若

柳
字
若
原
四
八
一
、
四
八
二
の
一
、
四
八
二
の
二
、
四

八
九
の
一
、
四
八
九
の
二

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
六
十
六
号

次
に
掲
げ
る
各
国
の
政
府
は
、
平
成
九
年
九
月
二
十
六

日
に
ロ
ン
ド
ン
で
作
成
さ
れ
た
「
千
九
百
七
十
三
年
の
船

舶
に
よ
る
汚
染
の
防
止
の
た
め
の
国
際
条
約
に
関
す
る
千

九
百
七
十
八
年
の
議
定
書
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
同
条
約

を
改
正
す
る
千
九
百
九
十
七
年
の
議
定
書
」の
加
入
書
を
、

そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
国
名
に
対
応
す
る
日
に
国
際
海
事
機
関

事
務
局
長
に
寄
託
し
た
。

マ
ル
タ
共
和
国

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
日

ロ
シ
ア
連
邦

平
成
二
十
三
年
四
月
八
日

モ
ロ
ッ
コ
王
国

平
成
二
十
三
年
五
月
三
日

よ
っ
て
、
同
議
定
書
は
、次
に
掲
げ
る
各
国
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
、そ
の
国
名
に
対
応
す
る
日
に
効
力
を
生
じ
た
。

マ
ル
タ
共
和
国

平
成
二
十
三
年
六
月
三
十
日

ロ
シ
ア
連
邦

平
成
二
十
三
年
七
月
八
日

モ
ロ
ッ
コ
王
国

平
成
二
十
三
年
八
月
三
日

（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
、
同
年
四
月
十
二
日
及
び

同
年
五
月
三
日
付
け
国
際
海
事
機
関
事
務
局
長
回
章
）

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
日外

務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
六
十
七
号

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
七
日
に
コ
ロ
ン
ボ
で
、
ス
リ

ラ
ン
カ
民
主
社
会
主
義
共
和
国
に
お
け
る
「
北
部
州
紛
争

影
響
地
域
和
解
・
再
統
合
支
援
計
画
」
の
た
め
の
贈
与
に

関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
国
際
移
住
機
関
と
の

間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

北
部
州
紛
争
影
響
地
域
和

解
・
再
統
合
支
援
計
画
の
実
施
に
必
要
な
生
産
物
及
び

役
務
を
購
入
す
る
た
め
の
資
金
の
贈
与

２

贈
与
額

一
億
二
千
二
百
万
円

３

署
名
者

日

本

側

粗
信
仁
在
ス
リ
ラ
ン
カ
大
使

国
際
移
住
機
関
側

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ダ
ン
ツ
ィ
ガ
ー
在

ス
リ
ラ
ン
カ
事
務
所
長

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
日外

務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
文
化
庁
告
示
第
六
十
一
号

著
作
権
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十

五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
基
づ
き
、著
作
権
法（
昭

和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
の

視
覚
障
害
者
等
の
た
め
の
複
製
又
は
自
動
公
衆
送
信
が
認

め
ら
れ
る
者
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
者
を
平
成
二
十
三
年

十
月
三
十
一
日
付
け
で
指
定
し
た
の
で
、
同
令
第
二
条
第

二
項
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
日

文
化
庁
長
官

近
藤

誠
一

特
定
非
営
利
活
動
法
人
周
南
視
覚
障
害
者
図
書
館

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
二
百
三
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

佐
賀
県
武
雄
市
山
内
町
大
字

鳥
海
字
黒
仁
田
一
九
六
七
七
の
一
〇
、
一
九
六
八
四
の

二
、
字
上
平
一
九
七
七
二
の
一
、
一
九
八
四
〇
の
一
、

一
九
八
四
九
の
二
、
一
九
八
七
六
、
一
九
八
七
八
、
一

九
八
八
三
、
一
九
八
八
四
、
字
西
ノ
久
保
二
〇
四
九
六

の
一
、
二
〇
四
九
六
の
二
、
二
〇
四
九
七
の
一
、
二
〇

四
九
七
の
二
、
二
〇
五
一
五
の
一
、二
〇
五
一
五
の
二
、

二
〇
五
一
六
の
二
、
二
〇
五
二
三
の
二
、
二
〇
五
四
二

の
三
、
二
〇
五
五
八
、
二
〇
五
六
〇
、
二
〇
五
六
一
の

一
、
字
重
ノ
首
二
〇
八
三
六
、
二
〇
八
四
〇
、
字
永
ノ

尾
二
一
〇
八
八
の
一
、
字
柚
釣
坊
二
一
二
八
〇
の
三
、

字
砂
原
二
一
三
八
五
の
一
、
二
一
三
八
七
、
二
一
五
二

〇
の
一
、
字
戸
川
二
一
四
八
九
、
字
狩
祭
田
二
一
五
六

四
、
二
一
五
七
五
の
一
、
二
一
六
三
八
、二
一
六
四
一
、

字
境
野
二
一
七
八
二
、
字
焼
林
二
一
七
九
二
の
一
、
二

一
七
九
二
の
二
、
二
一
七
九
三
の
二
、
二
一
八
二
八
、

二
一
八
三
六
の
一
、
二
一
八
四
七
、二
一
八
四
八
の
一
、

二
一
八
七
六
、
二
一
八
七
八
の
二
、
二
一
八
七
九
、
二

一
八
八
二
、
二
一
九
一
二
、
二
一
九
一
六
の
二
、
二
一

九
一
七
の
一
、
二
一
九
一
八
、
二
一
九
一
九
、
二
一
九

二
一
の
一
、
字
狭
谷
二
一
九
五
〇
の
四
、
二
一
九
六
九

の
二
、
二
一
九
八
九
、
二
一
九
九
三
、
字
平
古
場
二
二

〇
六
〇
、
字
下
山
二
二
二
一
二
、
二
二
三
一
一
の
一
、

字
片
ハ
エ
二
二
三
一
二
、
二
二
三
一
三
の
一
、
二
二
三

一
三
の
三
、
二
二
三
一
六
、
大
字
宮
野
字
木
登
二
二
四

三
五
の
三
、
字
松
ノ
木
原
二
二
五
九
七
の
二

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
佐

賀
県
庁
及
び
武
雄
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
二
百
三
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

神
奈
川
県
愛
甲
郡
清
川
村
宮

ケ
瀬
字
横
根
五
三
一
の
七
、
五
三
一
の
八

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
神

奈
川
県
庁
及
び
清
川
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
二
百
三
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

神
奈
川
県
愛
甲
郡
清
川
村
宮

ケ
瀬
字
向
五
二
五
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
神

奈
川
県
庁
及
び
清
川
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
二
百
三
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
緑
区
三

井
字
柚
木
沢
一
三
二
四
、
一
三
二
七
、
一
三
二
九
の
イ

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
神

奈
川
県
庁
及
び
相
模
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供

す
る
。）
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